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≪博士論文要旨および審査報告≫
大和田智文　若者行動の理解に向けた
枠組みに関する研究
一社会的アイデンティティ獲得過程における
若者カテゴリへの同化の視点からの接近一
-学位請求論文-
Ⅰ　論文要旨 大和田智文
本研究では,第Ⅰ部(第1章)において,本研究全体に関わる間の提起とその
解を得るための理論の提案,検討方略の概要の提示を行った｡それに続く第2章
から第8章によって構成される第Ⅱ部では,第Ⅰ部で示された理論と検討方略に
従い複数の実証研究を行った｡そして第Ⅲ部(第9章)では,本研究全体を通し
ての結果,考察,結論ならびに今後の展望について述べた｡
本研究における目的は,若者特有の行動が,研究者にとってはもとより当事者
である若者自身や彼らを取り巻く多くの人びと一般にとっても了解可能な"若者
行動の理解のための理論的枠組み''の提案と,若者特有の行動を捉えるための妥
当となる指標の検討,ならびにこの枠組みに従って若者特有の行動の生起を理解
することが可能であることの実証的検討の3点であった｡本研究は,上記の提案
および検討を通して,なぜ若者は若者特有といわれるような行動をとるのかとい
う間に対する解を示していこうとするものであった｡
まず,第1章(1番目の目的に相当)では,社会的アイデンティティ理論およ
び自己カテゴリ化理論を基礎理論とする理論的枠組みを"若者特有の行動を理解
するための理論的枠組み"として提案することが相応しいものと結論づけた｡こ
の枠組みとはすなわち, ①若者が若者とは知覚しないようなカテゴリとの比較を
通し,自らを若者カテゴリに位置づけていく過程が存在する｡ (彰この過程は,言
い換えれば,若者がいわば"非若者カテゴリ"では用いられることがないような
彼らに独自な行動をとることにより,彼らの所属するカテゴリと他のカテゴリと
の間にある差異性を最大化させ,また同時に所属するカテゴリ成員間の差異性を
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最小化させながら彼らに特有のカテゴリへの同化(すなわち, ``若者らしぎ'の
表現の獲得)を高めていく過程である｡ ③そして,異なったカテゴリ間の差異性
を最大化することによる自己高揚を通し,若者は肯定的な社会的アイデンティテ
ィの確立へと導かれるのではないかと予測できる(すなわち,この枠組みを簡潔
に記せば, "若者はある行動をとることによるいわば若者カテゴリへの同化を通
して若者らしくなる"ということになろう),というものであった｡
続く第2章および第3章では,近年の若者に特有の行動には実際どのようなも
のがみられるのか,また,そのような若者特有の行動が報告されるとき,それら
は報吾者の社会的アイデンティティとどのような関連がみられるのか,さらにそ
こで報告された若者特有の行動は,報告者自身にとってどの程度理解可能なもの
であり,またどの程度自身の行動とも一一･致するものであるのか,これらの3点を
明らかにすることを目的として検討を行ってきた｡これらの結果より,対人場面
におけることばの使用や選択が,若者らしさの表現として彼ら自身にとって重要
視されているのではないかと考えられた｡
以ヒの結果を踏まえ,第4章第2節までにおいて,なぜ若者は若者特有といわ
れるような行動をとるのかという間に対し接近を図るため,若者特有の行動をど
のような指標によって捉えるのが妥当であるのかを明らかにしようとした(2番
目の目的に相当)｡その結果,若者特有の行動を捉える指標として, "一人称の使
用''を用いることが妥当であると結論づけた｡また,第1章で提案した枠組みに
従うならば,若者のある社会的次元における一人称の使用の様相と,そこにみる
各一人称にこめられた機能的意味についての検討を行うことが,若者特有の行動
が若者カテゴリへの同化や社会的アイデンティティの確立へと向かう上でどのよ
うな機能を持つものであるのかを明らかにしていくために必要であると考えられ
た｡
そこで第4章第3節以降(3番目の目的に相当)では,個々の若者が用いる一
人称への意味づけのことを機能的意味として捉え,個々の若者の位置する集団に
応じた一人称の使用の様相と,そこにみられる各一人称にこめられた機能的意味
を見出していくことを目的とした検討を行った｡そこでは,一人称の使用の様相
として8個のパターンが見出され,またそれぞれのパターンごとに特徴ある機能
的意味があることが確認された｡
第5章では,若者カテゴリの下位概念としての集団の違いによっても,若者ら
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しさの表出としての一人称への意味づけに違いがみられるものであるのかについ
て検討を行うこととした｡具体的には,若者の社会的アイデンティティ確立の基
盤となり得る集団への同一一視の程度が,一人称への意味づけに対して影響を及ぼ
すものであるのか検討を行った｡その結果,若者の社会的アイデンティティ確立
の基盤となり得るような集団において,その集団に対する同一視の程度が高い個
人ほど一人称に対する愛着をより強く抱いているという様相が浮かび上がってき
た｡
ここまでの結果を総合すると,若者特有の行動の生起を既述の枠組みに従って
理解しようとするとき,若者特有の行動は,若者カテゴリへの同化やそうしたカ
テゴリにおける社会的アイデンティティ確立のために必要となる機能を内包する
ものであり,その機能の質は当該カテゴリへの同一視の程度に依存するものであ
る,ということが示唆されていた｡
さらに,第5草の結果からは,若者らしさをより肯定的･是認的に表出しよう
とする傾向が,若者の社会的アイデンティティ確立の基盤となり得るような集団
の上位概念である若者カテゴリ-の同化やその後の社会的アイデンティティ確立
のための源泉として機能している可能性が示唆された｡この点については,第6
章において,若者カテゴリを知覚することが若者の若者カテゴリ-の同化を実際
に引き起こしていることを弱いながらも示したことにより,社会的アイデンティ
ティ理論および自己カテゴリ化理論におけるこの"同化"という概念が,実際上
起こり得る現象であることを確認することができたと考察された｡
続く第7章では,若者の　一人称-の意味づけにみる若者らしさの表出は,若者
カテゴリへの同化においてどのような内的な特性を必要とするものであるのかに
ついて検討を行った｡具体的には,若者自身が若者カテゴリの一員となっていく
ために必要となる主体に関わる条件(個人内の特性)とは何であるのかについて
明らかにしていくこととした｡その結果, "無造作", "自他是認"および"非装
飾"から成る3側面が,若者カテゴリへの同化に必要な条件として見出された｡
第8章では,第4章で見出された一人称の機能的意味(すなわち,一人称によ
ってもたらされる自己イメージ)が,第7章で見出された若者カテゴリへの同化
に必要な諸側面に対しどのように影響しているか検討を行った｡その結果,若者
カテゴリへの同化は,男性においては,自分を飾らずに率直に行動するという非
装飾的側面が重視され,この非装飾的側面の表出は, ``オレ"という一人称がも
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たらす自己イメージによって適切に達成されるのではないかという可能性が見出
された｡
本研究では,第8章までの結果によって,若者はある行動をとることによるい
わば若者カテゴリ-の同化を通して若者らしくなる,という枠組みに従って若者
特有の行動の生起を理解することが可能であることを確認できたものと考えられ
た｡
このように,既述の枠組みに従って若者特有の行動の生起を理解することが可
能であることが示されたことから,本研究における第3番目の目的が達成された｡
以上の結果より,本研究では,なぜ若者は若者特有といわれるような行動をと
るのだろうかという間に対し, "若者行動の理解のための理論的枠組み"という
若者理解に向けた新たなる枠組みを用いて一定の回答を示すことが可能となった｡
Ⅰ　学位論文審査報告書
(主査)専修大学文学研究科教授　　　　　　下斗米　淳
(副査)専修大学文学研究科教授　　　　　　乾　　吉備
(副査)専修大学文学研究科教授　　　　　　吉田　弘道
(副査)昭和女子大学生活機構研究科准教授　清水　　裕
｢論文及び口述試験評価｣
本論文全体の目的は､例えば､公共の場での迷惑行為､言葉遣いの悪さや丁寧
語･尊敬語の非使用､キレたり､徒党を組んでの暴力など､若者の一見して風変
わりに見える行動や社会的規範から逸脱する行動(筆者に従い｢若者特有の行動｣
と略記)がなぜ発現してしまうのかという問題について､理解に向けた新たな枠
組みの提供を試みようとしたものであった｡従来から心理学においては相対的に､
問題行動を発生させる心理機序について､当事者個人のパーソナリティ障害や病
理という当事者固有の内的特徴や個人内心理過程に着目し多くの知見が蓄積され
てきた経緯がある｡しかし本論文においては､指導教授の提案のもとで､こうし
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た個々人の内的状態というミクロな視点から離れ社会心理学的立場に基づき､人
一一般に共通の心理機序からその若者特有とされる行動が発現される可能性を想定
し､その実証を行ったものである｡
本論文は大きくは3部構成となっている｡第1部第1章では､まず若者特有の
行動に関する記述研究を概観した上で､比較的近年においていかなる行動につい
ての理解が求められるようになってきたかを論じている｡これは､換言するなら
ば､一般に説明しがたい若者の行動を特定化したことになろう｡その上で､心理
学において､若者の問題行動や心理的危機に関わる有力な諸理論の大多数が､個
人のパーソナリティ障害や病理という当事者個々の内的特徴や個人内心理過程と
いうミクロな視点をとるものであり､しかし特に近年問題視されるようになって
きた行動は他者との関わりの中で発現される社会的行動であるために､既存の諸
理論においてはそれらを必ずしも十分に説明できないことを論証している｡そこ
で､人一一一一般に共通して生起する社会的状況における心理機序を扱う社会心理学的
視点をとり､新たな理解の枠組みを求める必要性を論じている｡この新たな理論
的枠組みを探索する際に､人は､自己を､家族や学校､民族､社会階層など数あ
る社会的カテゴリのいずれかに分類し定位することにより､そのカテゴリに整合
的な行動を発現するようになるとする社会的アイデンティティティ理請(SITと
略記)及び自己カテゴリ化理論(SCTと略記)が､ミクロ的な視点に立脚した
諸理論では説明しきれない若者特有の行動も理解可能にさせる吋能性が想定でき
る点で､有用な議論になるとした｡その上で､ SIT及びSCTの理論的骨子に沿
って若者行動をあらためて捉え直し､若者自身が自己を若者カテゴリに同化させ
ようと動機づけられた結果､そのカテゴリ成員に共通するいわゆる``今時の"請
行動が発現されてくる可能性を指摘している｡
本章で概観された文献は必ずしも広く若者論を扱い得ていない点で少々狭い議
論とはなっているものの､心理学における伝統的かつ有力な諸理論と最新の自己
論におけるパラダイムシフトを的確に捉え､詳細に論じられている点が評価に値
する｡また､申請者がここで想定した｢若者が若者カテゴリへの同化を通して若
者らしさを獲得する｣という仮説は､個人に行動の原因を帰すことで終わらず､
いずれの世代や時代においても行動理解に利する視点をもつと考えられ､若者行
動の理解にとどまらず､広く人の社会的行動の理解に際して､今後の研究にある
一定の新たな方向性を示したものであると､審査者は共通に判断した｡
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第2部は､第1部において､ SIT及びSCTを人一般に共通して認められる心
理機序として援用しながら仮説づけられた｢若者が若者カテゴリへの同化を通し
て若者らしさを獲得する｣可能性を検証した結果が報告されている｡
第2章と第3章では､非若者と若者自身のそれぞれを調査対象として､いかな
る行動が若者特有と見なされているかについて､その実態を把握した結果が報告
されている｡研究の結果､若者と非若者のいずれもが､言葉づかいを若者特有の
行動として見なしており､非若者の社会的アイデンティティのあり方を超えて共
通に若者特有と理解されていること､また若者自身も若者らしさの表現としてこ
の言葉遣いを重視していることも明らかになった｡調査法は基本的に自由記述法
が用いられており､偏り無く網羅的に行動の収集が行われている点で適切であっ
た｡また異なる世代にも若者行動を理解することができる心理機序が存在してい
る叶能性を示唆すると共に､若者自身も若者という社会的カテゴリへの同化の手
がかりとして言葉遣いを意図していることを示すことにも成功している｡
第4章では､まず言葉遣いの中でも､一人称詞の選択と使用が社会的カテゴリ
への同化と社会的アイデンティティの確立に関する指標となることを論証した上
で､若者自身が日常において､異なる一人称詞の使用にいかなる意味を込めてい
るかを探索している｡結果は､一人称詞の使用に8つのパタンが兄いだされ､そ
れぞれのパタンに該当する若者同士の間には､その使用への意味づけが明確に区
別されていることを示すものであった｡第4章の結果を受けて第5章では､逆に､
同一人であっても､自らが身をおく対人関係や集団が異なるとそこで用いられる
一人称詞も変わるか否かを検討している｡結果は､予想の通りに､対人関係や集
団が異なることにより用いられる一人称詞も異なっており､また社会的アイデン
ティティを強く有する対人関係や集団ほど用いられる一人称詞も限定的に選択さ
れる傾向も認められている｡このように第4章と第5章では､社会的アイデンテ
ィティ獲得の前提となる特定の社会的カテゴリが選択されると､そのカテゴリへ
の同化のために必要な一人称詞を用いるようになることを明らかにしており､若
者行動理解だけにとどまらず人の行動の発現を説明･予測する上には､社会的カ
テゴリへの同化という心理過程を詳細に検討する必要のあることを示した点で意
義を認めることができる｡
SIT及びSCT共に､社会的カテゴリへの同化を前提とした上で､アイデンテ
ィティ獲得後の人の諸反応や集団間の関係性を説明･予測しようとする理論であ
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る｡一一万､本論文では前章までに､若者らしくあろうとする同化の過程でこそ､
それに特有とされる行動の発現がよりよく説明されると考えられてきた｡第6章
においては､実際に若者カテゴリにプロトタイプとされる行動に若者自身が自分
の行動を一致させようとするものなのかを､プロトタイプ知覚の程度を要因とし
た紙面上の実験を行って確認した結果が報告されている｡実験の結果､プロトタ
イプとされる行動が明確に知覚されるほど､自身の行動をそのプロトタイプに近
づけていくことが示され､若者らしくあろうとする同化の過程で若者特有とされ
る行動が発現されてくる様子を確認することに成功している｡
第7章及び第8章では､同化しようとする社会的カテゴリの選択を規定する要
因が探索されている｡第7章の結果は､若者が社会的カテゴリを選択する際には､
"無造作" (自分をおざなりで洗練されていないと考えるか否か) "自他是認" (自
他共に現代性に照らして肯定できるか否か) ``非装飾" (自身をそのまま社会的状
況下にさらけ出そうとするか否か)と命名する要因が基準となり規定されること
を明らかにしているo　その上で､続く第8章においては､一人称詞の使用がこれ
らの要因により規定されていることを確認すると共に､それらの要因の重視度に
おける性差の検出にも成功をしている｡同化の過程における若者行動の発現にだ
けとどまらず､アイデンティファイしようとする対人関係や集団の選択を方向づ
ける要因の探索が試みられている点で､より包括的な議論を叶能にしていると考
えられた｡
第3部第9章は､本論文全体の総括として位置づけられている｡第1部を問題
提起であり目的とするならば､最終章ではそれに対応した考察が各章以上に深め
られていなければならないが､ここでの論述の大部分は前章までの研究知見を要
約し意義を強調することに費やされている｡従って､研究知見の日常-のスペキ
ュレーションや今後の研究に関わる方向づけなどに議論が不足している点で問題
とせざるを得ないところであった｡しかしながら一方では､データにより示され
た範囲の議論は確実に行われており､また未解明な研究課題や研究結果における
再検討の余地についても明確にされている｡口述試験においては､文章表現上の
微細な検討点から､より本質的な上記の問題点に至るまで質疑が行われたが､そ
の中では､本知見の日常-のスペキュレーションや今後の研究の方向づけ､そし
て未解明な研究課題や研究結果における再検討の余地について､申請者には考察
されていることが確認できたため､審査者一致して､上記の諸点については大き
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な負の評価材料とはしないこととした｡
｢判定｣
マクロ的な視点と一部研究上の方法論､そしてSIT及びSCTを基盤とするこ
となどは､指導教授が提案したものである｡しかし､自身の問題意識を明確にも
ち､その間題の解明に向けてそれらの提案も自身の問題意識に即して十分に展開
すると共に､一人称詞の指標化など､よりいっそう議論の進化が図られている｡
また研究計画についても､個々の研究目的に応じて妥当な方法論を用い､例えば
推計学的手法では対応の難しいデータも双対尺度法を用いるなど､解析に際して
も工夫が認められる｡さらに､博士論文及び口述試験において､手堅く実証研究
を展開しその知見を積み上げ､赦密な議論が行うことができている｡審査者には､
これらの諸点から､申請者が今後の有用な研究者となり得ることが期待された｡
博士論文においてまとめられた論考は､既存の諸理論の適用範囲を明確にさせ
ると共に､一定の精微化にも貢献できると考えられる｡そしてそれ以上に､世代
や時代､文化などを越えて人一般に通底する同化過程が､アイデンティティ獲得
とそれに応じた特有の行動の発現を説明･予測する際に重要であることを兄いだ
した意義は大いに評価できる｡
以上の諸点から､申請者には研究者としての資質を有しかつ技術や知識が十分
習得されていると共に､論考の意義も評価に値することを認め､審査者は全員一
致して､課程博士の学位授与を妥当と判定した｡
以上
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Ⅱ　学位授与要記
一､氏名･本籍
二､学位の種類
三､学位記番号
四､学位授与の条件
五､学位授与年月日
六､学位論文題目
大和田　智文(日本)
博士(心理学)
博心甲第五号
学位規則第四条第一一項該当
平成二十一年三月二十二日
若者行動の理解に向けた枠組みに関する研究
ー社会的アイデンティティ獲得過程における若者カテゴ
リへの同化の視点からの接近一
七､審　査　委　員　　主査　専修大学文学部　　　教　授　　F斗米　淳
副査　専修大学文学部　　　教　授　　乾　　書体
副査　専修大学文学部　　　教　授　　吉田　弘道
副査　昭和女子大学生活機構研究科　准教授　清水　裕
